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●
黼

轗
講
齒

　

齒
は

哺
乳
動

物
の

分

類
上

最

6
重

要
な
る

着
眼
黥

巴

な

さ
れ

居
る
の

み

な

ら

♪

比

較

解

剖
研

究
の

樹

照
ε

し
て

斯
學
着
の

興

味
を

惹
く

事
大
な

瞬
。

且
つ

吉

生

物

學

に

於
て

は

實
に

化

石
の

性
質、

系

統
及

び

習

性
を

知
悉
す

可

き

唯
一

の

指
標
た

りへ．

故
に

古
來

本
問

題
に

脂
を

染
め

し

學
者

頗
る

多
く
、

從
つ

て

其
等

學

者
の

發

表
せ

し

論

交

壱

驚
く

可

き

數
に

逹
し、

單

行

本
の

中

に

は
優
に

數

百
頁
を

數
ふ

る

あ

り
、

悉
ー

通

讃

し
て

大

體
を

會
得

ず

る

こ

准

既
に

容
易
な

ら

慶
。

况
ん

や

之
れ

を

僅
々

十
數
百｛
に

抄

録

し、
訓
瓶

者
に

僅
国

ヘ

ル

ε

す

る
に

於
て

を
や

。

瓜

局

に

或
ほ

恐

る

諮
者

を

誤

ら
ん

こ

ビ

を、

さ

れ

ば

喉

請

者
の

推
讀
を

乞
ふ

の

外

あ
ら

す
。

齒
は

下
の

八

項
に

分

ち
て

略

遒
せ

ん

巴

ず
、

第
一

、

外
形．〕
　
　

第
二

、

組

織。

第
四、

齒
列

。

　

　

第

五
、

種

類。

第
七

、

適
應

。

　

　

第

入
、

系

統、

第
三
、

發
生

ロ

第
六
、

齒
式

。

　
　

　

第
一

、

外

形
（

罌

套
肖

呈
矗

昌

ぎ
雪
暢

ε

　
一

本
の

齒
を

顎
よ
り

拔
き

取
b
之
れ

を
驗
す
る

に

次
の

如
き

三

部
を

隨
別
む

可
べ
・
し
0

　
国

、

齒
冠
（

90
蕁
ポ

09

．
（）

霧
）

o

爾
齦
よ
り

現
は

れ
む

部
を
云

ふ

（

齒
冠
に

就
い

て

の

詳

細
は

第
五
項
及
び

第
八
項
に

掲
げ
だ
る

へ

を
以
τ

今
此
處
に

贅
せ

で
）

o

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　

　

　

二
、

齒
根

B
。

9
罫

葺
）

。

顎
骨
に

於
け
る

齒
槽
（

。。

。
。

蚕
）

中
に

存
在
し

、

下
方
に

於
て

細
く
な
り

小

孔

に

終
る

齒
の

部
分
を

稱

す
。

紳
經
及
び

血

管
は

此
の

小
孔

を

通
じ
て

齒
中
に

入
る
。

｛

講
　

　

話
）

　
○

晴
乳
動

物
學
概
設
第
二

回
歯［
（

青
木
）

理

學

士

青

木

文

　
一

　
耶

　

　

　

哺

乳
動

物
に

て

は

齒
は
一

般
に

齒
槽

中
に

存
在・
し

魚

類
及

　

　

び

爬
蟲

類
の

如
く

顎
骨
ご

癒
着
す
る

こ

ご

な
し
。

但・
し

ヂ

ネ

　

　

ヅ

ミ

（

ω

冨
 

≦
）

の

下

門
齒
は

成
體
に

於
て

は

癒
着
す
ご

云
ふ

。

　

齒
根
は

常
に

存
在
す
る

も
の

に

あ
ら

す
。

後
來
齒
根

を
有
て

る

　

　
つ
　

　

　

　

所
謂

有
根
齒
（

30
＄
山

け

o

雲

ε
巴

雖

發
生
の

途
中
に

於

て

は

根
ぐ
」

稱
す
べ

き
も
の

な

し
。

故
に

絡
生

發
邃
止

ま
ら
ざ
る

も
の

は

從
つ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
の
　
　
　
　

て

齒
根
を

形
成
せ

す
。

之

れ

を
無
根
齒

？
8
叶

募
・・

富
 

隼

こ

ε

稱
寸

。

　

　

　
二

本
或
は

其
れ
以

上
の

根

を
以
て

顎
骨
に

陷
入

す
る

齒
を

　

　

有
す
る

は

哺

乳
動
物
に

特
有
の

點
な
り
。

只

絶

滅
せ
’
し

爬
蟲

　

　

類
「

グ

イ

ノ

ゾ

ー

ラ

ス

」

の

一

種
【、
ト

リ

セ

ラ

ト

ブ

ス

L

　

　
（
．

←

ゴ
8
蕁
8
甥
）

に

於
て

は

明
か

に

二

本
の

根
を

有
す
る

を
例

　

　

外
こ

す

る

の

み
。

　

三
、

齒
頸
（

宕
Φ
。

ぎ
。

2
く

貯
）

齒
冠
及

齒
根
の

間
に

位
し

、

幾
分

狹
少
ざ

な

り
・
し

部
分
を
云
ふ

。

　

　

　

齒
頸
の

直
上
に

齒
冠

の

全

部
又
は
一

部

を
取
b

憲
く

多
少

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

の
　

　

　

　

の

隆
ま
り

を
見
る
、

こ

れ

を

齒
帶
（

魯
義
巳
員

ヨ
）

ε

稱
す
。

咀

　

　

嚼
に

際
し
齒

齦
を

保
護
湾

る

の

要
を
な

す
。

食
肉
類
及
び

食

　

　

蟲
類
に

於
て

善
く

發
住

す
る

は

此
の

理
に

依
る

な

bo

・

　

　

　

第
二

、

組
織
（

電

婁
詈
⇔

）

　
（

便
宜

上
組
戒
物

質
を
も
こ

の

内
に

て

論
す
可
し
。

）

三

七
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（32S）明治四十四年
亠

ノ 、日 五 十 月

（

講

　
　

議
ゾ

　
　

　

　
　
　

　
’

Q
職
乳
動

物
學
概
諡

第
二

回

霞
（

青
木
）

　

齒
は
以

下
の

諸
組

織
に

依
つ

て

組
立
て

ら
る
〇

　
四

、

膸
質
（

弓
g

ぢ
）

o

　
柔
軟
に

む
て

極
め

て

繊

弱
¢
る

ぜ

ラ

チ

ン

性
結

締
組
織
を
基
質
ご

し
、

中
に

多
數
の

細
胞
を

埋
藏
す

。

又
血

管
及
び

紳
經
（

三

叉
憩

經
の
一

枝
）

よ

く
分
布
し

以
て

齒
を
・
し

て

生

活
力
を

保
セ
し

む
。

髓
質
は一
初

め

比

較
的
廣
き

部
分
を

有
す

れ

ざ

も
、

後
成
長
す

る

に

つ

れ

其
外

層
に

石
茨
化
起
b

齒
の

圭
體
た

る

齒
質
を
形
成
す
。

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　
　

　

髓
質
を
以
て

満
さ

る

る

部
芬

を
髓
窩
（

鷺
ぢ

騫
ぐ一
ξ
）

ビ

稱

　
　

す
。

成
長
時
の

齒
に

於
て

は

窩
甚
だ

廣
け

れ

ご

も
成
長
休
止

　
　

す
る

ε

共
に

狹
く

な

り

齒
根
を

形
成
す
O

時
に

は

後
に

逋
ぶ

　
　
る

が

如
く

髓
質
全
く

骨
樣
質
に

變
化
し
終
る

事
あ

り
。

　
二

、

齒

質
叉
は
象
牙

質
（

∪
 

籌
言
P

ン、
o

著
）

o

大

多
數
の

齒
の

主
部

を
形
成
し

、

質
甚
だ
硬
（
、

彈
力
に

富
み

帯
黄
自
色
に

む
て

殆
ん
ご

不

透
明
な

b
。

有
機

的
基．

質
は

カ

ル

シ

ユ

ー

ム

鹽
、

主
ビ

し
て

燐
酸
石
茨
（

新

鮮
な
る

入
の

齒
に

於
て

計
り

む

に

全

量
の

七

二

％

を
占
む
）

を
以
て

抱
含
せ

ら
る
。

　
之
れ
を
創
磨
し
て

薄
片
こ

な
し

適
當
に

廓
大

し

て

觀
察
す
る

に

殆
ん

ざ

叢

行

し
て
蹄

髄
惚

尚

よ
り

外
方
に

向
つ

て

走
れ
る

分

岐
せ
・
し

管

　
　
　
　

　
　

　

所
謂
齒
小

管
（

塾

 

づ
←一
ご

暫
一

　
酔

二

じ
 

ω

）

を
以
て

貫
逋
せ

ら
る

る

を
見
る

可
し
。

管
は

内
、

髓
窩
に

開
き

、

外
、

齒
質
の

表
部
に

於
て

閉
端

を
以

て

終
る

か

或
は

環
を
以
て

終
れ

う
o

但
し

有
袋
類
及
び

或
る

他
の

種
類
例
へ

ば

大
蝙
蝠
（

国
2
。

贈
ω

）

に

於
て

は

管
は

琺

瑯

質

に

進
入

す
へ

第
一

圖
）

。

　
齒
小

管
は

生
時
ぜ

ラ

チ

ン

性

纎
維
に

て

滿
さ

れ
、

該
繊

維
は

實

三

八

に

髓
質
の

細
胞
ビ

結

合
せ

り
o

　
　

　
オ

ー

ウ
ユ

ン

の

研

究
に

依
れ

ば

齒
小

管
の

直
徑
は

凡

そ
一

　
　

吋
の
一

萬
分
一

乃
至
二

萬
分
の
一

に

し
て

各
管
の

間

隙
は

之

　
　

れ
の

二

倍
乃

至

六
倍
を

有
す
ご

云
ふ

。

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

　

齒
質
の
一

種
に

血
管
を

有
す
る

も
の

あ

り

之
れ

を
有
血

管
齒
質

（

く

器
O

巳
霞
釦

8
け

言
ρ

≦
皿

o

諭
導
ぎ
Φ

）

ご

稱

す
へ

第
二

圖
）

o

ナ
マ

ケ

モ

ノ

類
に

て

は

齒

質
の

中
軸

叉
は

全

體
を
形
成
す
。

「

マ

〃

マ

ジ

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ロ

」

の

齒
に

て

は

中
央
部
に

僅
か

を
存

す
。

飽
の

變
形
物
に

骨
齒

ロ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

質
（

o
。。

90

脅
籌
ぎ
 

）

及
び
二

次
的
齒

質

（

。。

。
。

9
量
曙

9
暮
言
 

）

ご

呼
ば

る

る

も

の

あ

り

ρ
後
者
は

老
年
に

於
て

屡
々

髓
窩
を

滿
す

も

の

に

む
て

不
規
則
な
る

組
織
を
示
す

も

の

な
b
、

抹
香

鯨
に

其

の

例
あ
b
。

　
三

、

琺
璃
質
（

」

山一
H9

ご

PO

一

）

。

多
數
の

哺
乳
類
の

齒
冠
を
蔽
ふ

薄

層
を
云

ひ
、

時
に

全
麹
冠
を

蔽
ひ

、

時
に

一

部
に

止

ま
る

こ

ご

あ

b
。

動

物
組
織
中

最
も
硬
き
組

織
に

し

て

九
五
ー

九

七
弩

の

鑛
物

質
（

圭
ご

し

て

燐
酸
石
茨

、

炭
酸
石
茨
及

び

弗
化
物
）

を

含

有
す

。

齒

質
ビ

同
じ

く

柱

欺
繊
維
よ
り

な
れ

ざ

も

帯
藍
臼
色
を

呈
し

宇

透
明

な

る

點
に

於
て

容

易
に

僵
別
・
し

得
べ

し
o

　
　

　
琺
瑯
質
は

多
く
の

塲
合
に

存
す
れ

こ
も
、

必

す
し

も

常
に

　
　
存
在
す
る

も
の

に

非
す

。

象
の

牙
（

門
齒
）

に

於
て

は

若
き

時

　
　
其
尖
端
に

於
て

僅
少
の

琺

瑯
質
を

見
れ
ざ

も

後
直
ち

に

淌
失

　
　
し
只
全

部
臼
堊

質
の

薄
層
を

以
て

蔽
ば
る

よ

に

至

る
。

四
、

白
堊
質
（

O
 

口

啻
戸

。

暑
。・

δ

唱
 

9
。・

9
）

。

外
觀

、

組

織
及
び

化

學
的
組
成
に

於
て

骨
組
織
に

酷
似
す

。

例
へ

ば

相
當
の

厚
さ

に
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達
せ

ざ

れ

ば

到
べ
11

畏

管
を
生

ぜ

ざ
れ

ビ

も
小

窩
及
び

小

管
は

常
に

存
在
す
る

が

如・
し

（

脚

弟
三

圖
）

0

　
　

　
自
堊

質
は
一

般
に

齒
の

最
外
部
に

位
す
o

根
の

表
面
に

は

　
　

薄
暦
ご

む
て

見
出
さ

れ
、

馬
、

象
の

如
き

複
雜
な
る

臼
齒
を
倉

寵
礪

類
に

於
て

は

隆
起
線
の

間

隙
を
滿
せ

り
（

第
四

同
第

　

　
　

　

食
物
を

咀

嚼

す
る

こ

ご

に

依
b

齒
の

表
面
浩…

磨
せ

ら
る

れ

　
　

ば

構
成

物
質
に

於
て

既
に

硬
軟
の

差
あ
る

臼
齒［

面
は

必
然
的

　
　

に

高
低
を
生
牽
（

第
四

鬪
）

。

如

斯
し
て

咀
嚼

力
は

大
に

増
大
せ

　
　

ら
る

る

ε

同
時
に

其
の

生

じ
陀

る

高
低
の

示

す
一

定
の

型
は

　
　

分
類
學
者
及

び

比

較
解
剖
學
者
の

興

味
を

惹
ぐ

事
大
な
り
。

　
　

　

第
三

、

發
生
（

國

翠
≦。
写

笠
曼．
凵

・

こ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
｝

葉

魂
媚

騨
鞭
舗
轜
黝
膝
い

癬
鰍

解
蘇
灘
識
〜

骨
ご
一

定
の

方
法
を
以

て

相
結

合
し

働
き

を
全
う

す
。

板
鰓
類

（

犖
諺
Eo

耳

診
o
｝

あ
）

の

外
皮
に

有
す
る

皮
齒
の

如
く

齒
ご

相
同
な

る

も
の

な
れ

ご
、

竝
に

は

其
等
の

齒
の

用
を
爲
さ

ざ
る

も
の

を

除

き
、

哺

乳
類
に

限

ら
す

、

　一

般
に

齒
の

生
じ
得
べ

き

骨
は

次
の

如

し
o

　
　

　
　
　

　

　
の

　

て

上
顎
弓
（

7 、
唄

窪
一

夛
羨

舘
。

ε
　
　
前
上
顎
骨
（

肩
。

；

舞
已
罍

）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ

及
び

上

顎
骨
（

琶
贄

巨
歹

）

。

二
、

ロ

葢

弓
（

蕁｝・
詳
鉾

ご
鴨

。｝一
）

ー
鋤
骨

（

＜
。

蓉

自
）

、

口

蓋

骨（

竃
g9

）

及
び

翼
状

骨
9
、

審
同

話
。

二
）

。

三
、

騨
響
（

耄
畳

垂
・

）

。

四
、

薪
引

冨
蕁
・

ぎ
三一

）

，

1
齒
骨
（

自

9
蠢・
藁
）

及
び

帶

鐡
骨
（

碧
訂

皀
巴

）

。

（

講
　
　
話
）

　
○
哺
乳
動

物

畢

梅
諡
第

二

回

齒
（

青

木
）

　

如
斯
下

等
脊
椎

動
物
に

於
て

は

多
數
の

骨
に

齒
を
生
す
れ
こ

も

爬
蟲

類
に

至

る

に

從
ひ

漸
時

減
σ

、

哺

乳
動
物
に

至
う
て

は

僅
か

に

前
上
顎
骨

、

上

顎
骨
及
び

下

顎
骨
に

限
肖

齒
を
生

じ
、

加
ふ

る

に

顎
骨
の

短
小
ε

な
り

し

結
果

、

強
力
ご

な
り
し
ご

同
時
に

齒
數
著

し

く

減
せ

ら
れ

、

從
つ

て

齒
に

分

化
超
り

、

位
置

に

依
り

種
々

の

形

を

呈
し

、

一

定
度
の

交

代
の

後
は

決
し

て

新

生
せ

ざ
る

に

至

れ
b
。

　
　

　
猫
類
の

舌
の

背

面
前

方
に

表

皮
の

厚

層
を

な

す

部

分
あ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

う
。

之
れ

を

以
て

魚

類
及

び

兩

棲
類
に

見
る

舌
齒
（

目
層

頑
鐸

9

　
　
審
 

夢
）

に

相
似
な
リ

マ
」

云

ふ
。

　
ハ

ソ

モ

グ

ラ
（

勾

昏
ミ
ミ“

）

に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

コ

　
　

て

は

舌
の

後
方
上

面
に

角
質
齒
（

ぎ
コ
・

§
量
あ

り
、

魚
類

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
の

　
　

　
　

及
び

爬
蟲
類
の

口

葢

齒
（

冨
巨
巴

89

ε

の

用
を
な

す
ご

云

　
　

ふ
。

カ

モ

ノ

ハ

シ

（

ミ、

ミ
ミ
 ・
受

諱
琶
に

も
之
れ

を

見
る

　
　
（

第
六

圜
仏

猷
）

。

　

之

れ

よ

り
一

本
の

齒
に

就
き
て

翼

各
部
の

發
生
を

單
簡
に

記

逋

せ

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°

°

　

齒
の

發
生
せ

ん
ご

罪
9
る

や
表

及
は

齒
餓
中
に

啗
入

し
て

齒
堤

（

§
巨

ぎ
望

）

を

作
る
。

（

難
鬮

瀟
堤
よ

彑
定

數
の

帽
子
玳

突
出
物
を
出
す

、

之
れ

を

琺

瑯
器
（

§
・

琶
。
・

鷺
ぞ
穩
す

。

琺

瑯

器
は

後
來
琺

瑯

質
を
生
ぜ

ざ
る

も
の

に

於
て

も

必

す
存

在
す

。

琺

瑯
器
の

内
部
に

向
つ

て

生
す
る

眞
皮
性

物

質
は

漸
時
周
圍
よ
り

分

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
り

　
り

　
　

化・
し

始
む
之
れ

を
特

に

製
齒

細
胞
（

。
ユ
・

暮
。

三
器
駐

）

ご

稱
す

。

後
製

齒
細
胞

層
は
一

定
の

形
を
取
り

履
徠
切

齒
形
を

定
む

。

之
れ

等
聰

て

の

眞
皮
性
突
出

物
を
稱
し
て

齒
乳
頭
（

留
簿
乙

甥
覧
一

置
）

或
は

始

　
　
の

　
　

原
齒
質
（

動

魯

莟
。

σq
。

纛
）

ご

稱

す
。

製
齒

細
胞
は

齒
質
を
作
り
、

中

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
三

九
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（

講

　
　
話
）

　
O
哺
乳
勲

物
學
概
諡
第
二

回

齒
（

膏
水
）

心

部
は

髓
質
こ

し

て

殘
さ

る
（

第
入
圖
）

。

齒
質
は

尖
端
よ

う

起
り

漸

麓
部
に

及
ぶ

。

憂
蜘

質
化
せ

ら
る

れ
ば

最
早
齒
形
は

定
め

ら
れ

し
も
の

に

し
て

、

後
來

衷

面
に

添
加
さ

る

る

物
質
に

依
る

の

外
、

形
及
び

大
さ

を

變
す
る

こ

ご

な

し
。

　
　

　

齒
質
の

新
生

す
る

期
問
に

は

長

短
あ
り
、

或
は

長
ぐ

或
は

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

短
ー
、

時
に

は
一

生

繼
續
す
る

こ

ご

め

b
、

之
れ

を
永

久
髄

　
　

質
な
。

邑
。。

零

暮

濤
ξ
丶

を

有
す
ご

云
ふ
。

例
へ

ば
ハ

タ

ネ
ズ

ミ

　
　

（

奉
。

．
。

貯
卸

）

へ

第
＋

囲
）

に

於
て

は

門
齒
は

勿
論
臼
齒
も

永

　
　

久
橢
質
を

有
す
れ

ご

も
、

之
れ

に

類

似
の
一

種
「

ク

ラ

セ

オ

　
　

ミ

ご

3
憶
・、

§
ミ

皀
に

て

は

若
き

時
は
無
根

齒
な
れ

こ
も

　
　

充
分
成
長

す
れ
ば

根
を

有
す
に

至

る
（

第
十
一

鬪
）

。

此
の

他

　
　

．

麝
香
鹿
及
び

海
象
の

牙
（

犬

齒
）

に

て

は

餘
程
の

年
迄

髓
腔
開

　
　

き

齒
質
新

生
さ

る
。

葦
し

一

定
の

度
に

逹
せ

し
後
に

於
け

る

　
　

齒

質
の

新
逧
は

清
磨
を
償
ふ

に

ゐ

る

の

み
G

　

今
や

琺

瑯
質
の

發
生

を
記
す
る

に

先
ち

、

少
し

く
蝕

瑯
器
の

構

造
に

就

て

逋
ぶ

る

處
あ

ら

ん

こ

す
（

第
九

圖
）

。

琺
瑯
器
は

外
胚

葉

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

ロ

　
　

よ

り

起
b
し

三

重
の

層
よ
り

な

る
。

外
部
に

生

す
る

を
外

琺

瑯
器

卿
（

羃
乏
・

§

｝・
畧
嵳
Φ

）

蔀
し

・

次
を

谿
黜
膨

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
の
　

　
　

　
　

の

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ロ

（

 一
一

昏

ぎ
。

ζ
三

屮〕
）

ご

云

ひ
、

最
も

内
部
に

存
在
す
る

を
内
琺

璃
器
膜

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
｛

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　　
り

　
　

　
　

コ

（一同
旨
。

「

＝

三

Φ】

鬢
＝
 

二

話卩
じ
尸
耳

導
ε

或
は

坦
に

琺
瑯

器
膜
（

。
＝

暮
尸

 【

5
 

彰
ご］
彎
昭

o
）

ご

唱
ふ
o

琺

瑯
質
は

實
に

此
の

三

屠
中

最
内

層
な
る

琺
瑯
器

膜
よ
b
生

せ

む

な
h
。

　

如
斯

變
化
に

拌
ひ
琺

瑯
器
を
包
む

中
樋

葉

細
胞
に

變
化
起
b
、

漸
時
密
ご

な
り

分
化
し

其
内
方
に

位
す
る

部
分
骨
様

質
に

化
し

途

四

Q

に

臼
堊

質
を
形

成
す

。

鼓
に

於
て
一

本
の

齒
は

完
全

に

發
生
せ

う
。

新
製
せ

ら
れ

む
齒
の

琺

瑯
質
面
は

繊
翕
に

し

て

均
一

な
る

膜
に

て

　

　

　
　

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

蔽
拡

る
。

之
れ

を
ナ

ス

ミ

ス

氏
層
（

黶
器
日

旨
5 ．
。。

冨
Φ

琶

耳

詈
o

）

ピ

稱
す

。

齒
ば

前
回

に

記

邇
せ

む
毛

髪
及
び

鱗
片
等
に

比

較
す
る

に

本
來
何
等
の

差

異
を

存
せ

す
。

同
じ
く

外
胚
葉
及
び

中
騒
葉
を
以

て

組
成
さ

る

只
後
者
に

て

は

外
胚
葉
其
主
體
を
な
む

、

中
胚

葉
を

從
こ

な

す
に

反
ご

、

前
者
は

中
胚

葉
を
燉

て

主
こ

な
し

、

外
胚

葉

を

客
こ

す
る

の

差
あ
る

の

み
。

　

哺

乳
類
の

齒
は

次
の

齒
列
の

條
に

て

邇’
ぶ

る

が

如
く
一

般
に
一

組
又
は
二

組
の

齒
列
を

有
す

。

今
二

組
の

齒
列
を
有
す
る

時
、

後

第

額
）

麟
嬲
騙、

、．．
．

、、
、

憶、

：
乱

．

。・

の

糞
欝
面

樊
圜
・

誤
嘱

罪

讃
墹

靖
齶

諸
彫
羽
遍
、
（

寒・、
臺
ぎ．、、
ミ

）

の

齧
靨
樊
興
塒

第
尾

圖
田
ー

ビ

…
バ

ー

（〔ぜ、
軽
ミ、

き
ミ

）

の

臼

齒
横
臨
面

廓
大

圖
（
岡
パ

ー3

聖

原

圃
、

別
剴

　

　

ン

よ

り
）

　
ウ
ェ

第
四

圖
。

象
の

臼
齒
斷
面
圖
へ

咽
劃

司
∵

ハ ，
「

原

圖
）

蟠
桜
鹸
桟

糴
譫
馨。

；
．

。．。
。

。
．

）

の

臼
齒

肇
斷

面

樊

第
六

圏
。

A
、

カ

モ

（
パ

シ 、
（
拿
ゑ

夢
o
弓

ξ
口

。

7
⊆

°ユ

づ

鬟

乱
箋
二

の
）

　
の

舌
を

土

面
よ

り
見

し

圏、

B
圖
側

面
よ

リ

見

し

圖、
（

フ

卩

ン

よ
り

）

第
七

圖
。

人

類
の

齒
齦
の

斷
面

に

し

て

三

個
の

乳
齒
を
示

す
（

闘

！

ス

原

圃、

皇−

た

　
ー

よ

サ
4

第
（
圖

。

犬
の

齒
の

發
生

初

期
（

ヘ

ル

ト

井

ッ

ヒ

原

圖
）

第
九

圖
。

哺
乳
劇

物
に

於
け

る

成
齒
及

乳
齒
の

發
巫

模

式

斷
面

圖
、

（

パ
…

州
N
拓

郵
ー

楡

原

．

圖
）

。

　

路

語
解

。

。・

白

墓

質
。

。
酬

齒冖
質

。

・“・
騎・

齒
溝

。

・
p

囓
梦

始

原

齒
質。
亀
＝」

魍

堤
。

　・ゴ・
鵡・

齒
小

管。
．、・
琺

瑯

質
。

2・
エ・
5・
外
琺
躑

器
膜

ψ

・
ノ

ヨ

琺
認

器

膜
。

・・層
夛

職

瑯

　

　
　

　
琺

瑯

器
髓

。

鱒膨・

角
質
齒

。

詈・
チ

乳

齒
。

e7

製
齒
細

胞
。

。．
昌

骨
饋

質
・

　

器一凹
β
ゴ

望゚

　脚り【
肚
髄

質
ロ

唱゚

轟゜
』
旗
歯
剴

。

　

　
　

　

　
　

　
　

’、
貸

有
血

管
齒
質

。
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・講

話
）

　
○

哺
乳
動

物
學
嶽
誠

第
二

回

齒
（

青
木
）

1

6

深 、

2

髫

四
一
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亠

ノ 、日 五 十 月

（

講
　

　

話
）

　
○
埔

乳

動

物
學

概
誠

第
二

回

歯
（

青

＊
）

に

生

す
る

者
は

必
す

前
に

生
せ

し
者
ご

同
ε
齒

場
よ

り

生

じ
、

任

意
に

生

す
る

こ

ε

な
・
し

（

第
九

圖
）

o

完
全
に

形
成
せ

ら
れ

し
齒
は

一

定
の

時

期
に

淤
て
、

又
一

定
の

順
序
に

依・
り

齒
艱
を

破
り

て

出

づ
。

例
へ

ば
ア

ザ

ラ

シ

の

如
き

全

齒
同
時
に

現
は
る

云

塲
合
め
う

ご

雖

も
多
數
の

種

類
に

於
て

は

前
方
に

位
す
る

も
の

先
づ

現
は

れ

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

漸
時
後
方
に

及
ぷ

を

以
て

通
則
ど

す
。

　
　

　

齒
を
全
く

缺
如
す
る

は

極
め

て

僅
少
な
る

種

類
に

限
ら
る

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　
　

有

鬚
鯨
類
に

於
て

も

同
じ

く

芽
體
を
生

じ
、

　一

部
は

石
茨
化

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　
　

さ

る

主

ご

雖
も

齒
齦
上
に

現
は

る

ー

に

至
ら

す

し

て

清
失

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

　
　
ず
。

貧

齒
類
の

或
る

種
類

例
へ

ば
異
正

蟻
食
及

び

穿
山
甲
に

　
　

於
て

は

决
し
て

齒
を

見
す
。

成
長
せ

し
一

穴

類
は

齒
を
有
せ

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　
　

す
ご

雖
も

若
き
カ

モ

ノ

の

シ

に

於
て

は

完
全
に

發
逹
せ

し
臼

　
　

齒
を
見
る

（

第
十
二

圖
）

。

ハ

リ

モ

グ

ラ

に

は

斯
る

事
實
無
し
o

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　
　

　
第
四

、

齒
列
へ

冨
Φ

黒
詈
e
昌

）

Q

　

齒
は

殆
ん

ご

總

で
の

哺

乳
動
物
に

存
在
し

其
使
用
の

目

的
に

應

じ
種
々

の

形
を

呈

す
ご

雖

も
先
づ

之
れ

を
二

つ

に

大

別

し

得
可
し

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

（

個
々

の

齒
に

就
い

て

は

適
應
の

條
に

邇
ぶ

可
む

）

○

　
口

、

同
齒
的

齒
列
（

ぎ
暮
山

葺
言
・

け

三
。

こ
。

イ

μ

カ

の

如
き

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

鯨
類
の

示
す
齒

列
は

之
れ

に

屬
し

數
多
の

殆
ん

ご

同
大

、

同
形
な

る

齒
よ
り

成
る

も
の

を
云
ふ
〇

　
二

、

異
齒
的
齒
列
（

国

昏
6
智
一

甍
§

葺｛
皀

）

。

多
數
の

哺
乳
動

物
の

齒
は

之
れ

に

屬
し

或
る

規
刷
正

し
く

形

を
異
に

せ

し
一

組
の

齒
を
以
て

組
立

て

ら
る

3
も
の

を
云

ふ
。

　

齒
列
を
叉
他
の

方
面
よ

り

觀
察
し
て

二

型
を

區
別

す
。

四

二

　
麕

、

不
換
齒
的

齒
列
（

三

曾
。

℃

ξ
呂
o

暮
創

§

薮
。
旨

μ

）

。

一

生
に

一

度
も

交
代
せ

ざ
る

も

の

を
云
ふ

。

換
言
す
れ

ば

若
し

或
る

事
情

の

下
に
一

度
失
は

る

れ

ば

决
し
て

再
び

新

成
し

能
は

ざ
る

齒
列
を

云
ふ
。

此
の

齒
列
を

有
す
る

も
の

は

同
時

に

同
齒
的
な
b
。

　

二
、

換
齒
的
齒

列
（

U
苞
受
。

89

諭
籌
三
。
二

）

。

一

定
の

時

期
に

於
て

、

初
め

存
在
せ

む

齒
渕
は

其
の

齒
根
の

吸
收

、

叉
は

齒
冠
の

股

落
を
原
因
ご

む
て

失
は

れ
、

薪
・
し

く
一

組
の

齒
列
を
生

す
る

を
云

ふ
。

此
の

種

の

齒
列
は

大
多
數
の

者
に

見
る

處
に

む

て
、

一

般
に

異

齒
的
齒
列
に

屬
す
る

も
の

は

又
此
の

性

を
有
す
と

云
ふ

可
し
。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

前
緩
二

組
の

齒
渕
を
便
宜
上

乳
齒
列
（

巳
野
恥
〇

三

三
〇

ε
及
び

成

　
　

　

齒
渕
へ

唄）
鎚
琶
鬘
O

暮
臼

9凵
叶

邑
O

こ

ご

稱

し
。

前
者

は

後
者
に

鋤
し

て

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

並

剛

任
者
（

一

肖
o
角

08

器
o

蕁
）

ビ

呼
び

後

者
は
畆
剛

者
に

對
7
し

て

繼
承
者

（

聲
。

8
鋸
。

諺
）

ご

唱
ふ
c

　

　
　

ハ

ー

ネ

ズ
、、
八

＝
。

脅
Φ
一
、

。
コ q
）

は

換
齒

勲
及
び

不

換
齒
的
の

中

　

　
開

型
を
示
す
o

モ

グ

ラ
（

包
o一
Φ

）

及
び

或
る

齧
齒

類
に

於
て

は

乳

　

　
齒
は
一

部
分
退

化

す
。

鰭
脚
類
の

或
る

も
の

、

例
へ

ば

ア

シ

カ

　

　
の

如
き
は

出
産

前
叉
は

出
産
後

數
日

中
に

成
齒
ご

交

代
す

。

　

　
如
斯

乳
齒
の

極
め

て

不
完
全
な
る

も
の

あ
れ
．

ε

も
又

充
分
發

　

　
逹・
し

て

久
し

く

使
用
せ

ら

る
；

塲
合
も
少
な

む
ご

せ

す
o

　

　
　
齒
列
の

交

代
は

多
く

も
二

回

を

超
え

す
ご

稱
す
れ

こ

も
、

　

　
ウ
4

ー

デ

ル

ス

ハ

イ
ム

に

依
れ

ば

哺

乳
動
物
の

齒

列
は

少
な

　

　
く

ビ

も
四

回
を

認
め

得
る

の

理

由
存
せ

り

ご

云

ふ
、

果
・
し

て

　

　
如
何
に

や
。

　

　
　
吾
人
は

次
の

如
き

塲
合
に

就
き
て

は

充
分
な
る

解
决
を
與

N 工工
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へ

得
す
ご

雖
も
、

大
體
に

就
て

次
の

如
く
解
釋

す
れ

ば
安
全

　
　
に

近
し
ざ

信

す
。

例
へ

ば

不

換
齒
的
齒
嬲
は

換
齒
的

齒

列
の

　
　
成
齒
に

相
當
し

、

有
鬚

鯨
の

齒
は

乳
齒

を
示
す

可
き

も

の

ε

　
　
解
釋
す
る

が

如
き

之
れ

な
b
。

　
。

　

第
五

、

種
顛
（

罫
蒼
葺卿
⇔
鬻

冨

）

　
一

般
に

顎
の

兩
側
に

生
す
る

齒
は

其

數
に

於
て

叉
其
形

状
に

於

て

相

等
む
き

を
原
則
ε

す
。

但・
し
一

角
（

複〕
莚

≦
3
嵐
§
冬
こ創

）

の

牙
（

門
齒
）

の

如
き

常
に

左
は

且
大
な
る

大
さ

に

逹
し

得
る

に

反

し
、

右

は

甚
だ

小
に

し
て

顎
骨
中
に

存

在
す
る

が

如
き

、

イ

〃

ヵ

又

は

或
る
「

ア

ル

マ

ヂ
ロ

」

の

數
多
ー

し
て

各
個
體

に

依
り
て

異
な
乃

の

み

な
ら
宇

兩
側
に

於
て

も
其
數
に

不
同
あ
る

が

如
き

例
外
こ

す

可
し
。

咀

嚼
機

能
は

實
に

上

下
兩

顎
に

生
せ

し

齒
が

互
に

働
き
て

螢
む

所
の

も
の

な

b
。

故
に
一

方
に

於
て

の

突
起
は

他
方
の

陷
入

ご

適
合
し

始
め

て

効
果
を
全

ふ

し
得

可
き

筈
な
り
。

然
ら

ば

雨

顎

の

齒
列
に

は
其

數
に

就
い

て

叉
其
性

質
、

交
代
の

方
法
に

就
い
で

、

相

似
る

點

多
か

る

可
し
。

故
に

假

令
嚴

密
な
る

意
味

に

於
て

は
相

同
な
ら
す
ビ

す
る

も
、

相
當

す
る

上
下

兩
顎
齒
に

同
し

名
穩

を

與

ふ

る

を

獄
て

便
宜
ε

す
o

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
の

　
　

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　
一

般
に

異
齒
的

齒
列
に

屬
す
る

歯
を
分
ち
て

門
齒

、

犬
齒

、

前

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

ロ
　
の

臼

齒
（

又
は

小

臼

齒
）

及
び

臼

齒
（

叉
は

大
臼

齒
）

の

四

種
ご

す
。

此

の

四

種
を
分
っ

に

用
ふ

る

現
今
の

方
法

は

人
爲
に

偏
す
る

ε

て

非

難
あ

甚
錐
も

、

實
際
に

當
つ

て

甚
だ

便
宜

な
る

こ

ご

多
き

を
以

て

術
一

般
に

此
の

方
法
を
用
ふ

る

な

b
。

今
簡

單
に

區
別
點

を
説

か

ん
、

先
づ

上
顎
よ
り

す
。

（

講

　
　

話
）

　
0
哺

乳
動
物

學

概
設

第
二

回

齒
（

青
木）

　
　
凶

、

門
齒
（

H
昌
o
齢
o
騰

）

。

前
土
顎
骨
‘

上
顎
骨
こ

の

聞
に

存
在
す

　
る

縫
合
線
を

基
ピ
・
し

其
れ

よ

り

萠
内
方
に

存
在

す
る

も

の

を
云

　
ふ

。

斯
く
し
て

門
齒
を
他
よ
り

區
別
す
れ
ば
一

見

甚
だ

明
瞭
な
る

　
が

如
し

ε

雖
も

、

骨
ε

齒
こ

の

結

合
は
二

次
的
な

る

上
モ

グ

ラ

の

　

如
き

縫
合
線
を
以
て

門
齒
を

分

ち

能
は

ざ
る

も
の

の

存
在
す
る

は

〜
　

學

問
上
の

價
殖
を

城
す
る

點
な

る

可
し
。

門
齒
は

齒
冠

畢
一

に

し

　
て

單
根

を

有
し
、

物
體
を
切
斷
し

叉
は

攫
む
に

適
す
〇

　
　

二
、

臼

齒
（

竃
o

萼
）

。

齒
列
中
の

後
方
を

占
む
る

齒
を
云

ひ
、

　

齒
冠
廣
濶
に
・
し

て

食
物
を
壓

碎
す
る

に

適
し

、

二

本

又
は

其
れ

以

　

上
の

齒
根
を

有
す

。

常
に

乳
齒
を

有
す
る

こ

ご

な
・
し
。

是
れ

よ
り

　

前
方
に

位
す
る

齒
に

も

乳
齒
を

有
せ

ざ
る

も

の

あ

り

ご

雖
も

少
な

　

く
ε

も

臼
齒
に

相

當
す
る

齒
の

直
前
に

位
す
る
一

本
は

常
に

乳
齒

　

を

有
す
。

こ

れ

に

依
り

て

明
か
に

臼

齒
を

他
ご

癌
別
し
得
た

b
。

　
　
　

　

臼

齒
冠
の

形

歌
は

種
々

に

む
て

或
は、
馬
の

如
く

多
ぐ

の

隆

　
　
　
　

起
線
の

連
り

て

廣
濶
李

坦
な
る

あ
ら
、

或
は

犬
の

如
く

鋭
尖

…
　
　
　

を
以

て

終
る

め
り
、

或
は

叉
吾
人
々

類
の

如
く

數
多
の

小
丘

　
　
　

よ
り

成
る

あ

b
、

千
状
萬
態
端
倪
す
べ

か

ら

ざ
る

が

如
し

ご

…
　
　
　

雖

も
、

多
數
の

種
類
を
取
り

仔

細
に

觀
察
す
る

に

多
（

は
一

　
　
　

定
の

形
に

統

丁
し

得
ら

る

3
な
6
。

今
大
別
し
て

次
の

四

族

　
　
　

こ

す
Q

　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
ロ

　
　
　

　
　一

、

鋭
冠
状
臼

齒
族
（

QQ
 

QO

鮎
05

“

 

O
円

一

〇
 

）

。

鏡
き

冠
を

有
す

　
　
　

る

臼

齒
の

總
稱
に

し
て

食
肉

類
の

臼
齒
の

如
き
こ

れ

な

り
。

　
　
　

　
　
　

　
　
の
　
り
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　

の

　
　
　

　

二
、

小
丘
猷
臼

齒
族
（

ま
5

＆
。

喜
。・

9
。
ω

）

。

小
な
る

數

多

　
　
　

圓
錐
形

突
起
を
有
す
る

臼

齒
を
云

ひ
、

例
へ

ば
豚

、

河
馬
の

四

三「
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（334）明治四十四年
亠

ノ 、日 五 十 月

（

講

　
　
話
）

0
哺
乳
動

物

學
概
誂
第
二

回
齒
（

青
木
）

　

　

如
き

之
れ
な
斜

。

　

　
　
　

　
ロ

　
の

　
　

　
り

　
　

　
　

　

　
　

三
、

新

月
朕
臼
齒
族

曾
 

ζ
6
山

9
凵

訂

9
霙

）

。

齒
冠
に

數

　

　

多
の

新
月

歌
隆
起

線
を

有
す

る

も
の

、

麒
麟
の

臼

齒
の

如
き

　

　

之
れ
庁
．

り
へ

第
十

七
圖
）

。

　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　

　
　

四
、

房
総

状
臼
齒

族
（

【
b

弓｝
5
兮
言
。・

90
。・

）

。

犀
の

類
に

　

　

見
る

も
の

に

し
て

、

新
月

朕
隆
起
線
の

迚
續
せ
・
し

ご

見
る

可

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　…

　

　

き
も
の

を

云

ふ

（

第
十

八

圖
）

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　一

　

　
　

小

丘
朕

、

新
月

状
及

び

房
總
状
の

問
に

は

中
闇

型
を

有
す

、

　

　

馬
の

進
化
を

見
れ

ば

よ

ぐ

此
の

問
の

湾
息
を

理
解

し

得
ら
る

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　一

　

　
ぺ

し
。

三
、

犬
齒

ξ
亙

。

比
較
的

号
、

單

蟹
根
を

宴
空

に

よ

く
發

逹

す
。

此
の

名
あ
る

所
以

な
り
o

常
に

縫

合
線
の

直
後

に

位
す

。

　

四
、

前
臼
齒
（

一

〜

hO

”
冒
」

〇一
9
門

）

。

犬

齒
及

び

臼

齒
の

間
に

存
在
し

形

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

臼
齒
に

似
だ

り
。

故
に

前
臼

齒
又

小

臼
齒
の

名
あ

り
。

　
　
　

．

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
へ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

の
　

　

　

犬
齒
及
び

前
臼

齒
の

問
に

屡
3
廣
き

室

所
を
見
る

こ

れ

を
間
際

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

（

象

舘
8
髯
曽

）

ご

稱

す
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

下

顎
に

就
き
て

は

困
難
の

度
一

暦
甚
だ
む

。

之
れ

門
齒
を
决
定

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
簡

す
る

縫
合

線
無
き
に

歸
因
す

。

然
れ

こ

も

齒

數
の

上
下
兩

顎
に

於

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

て

一

般
に

相
等
し

き
こ

ピ

及
び

後
方
の

幾
個
は

乳
齒
を
有
せ

ざ
る

　一

こ

ご

に

よ
b
、

上

顎
ε

同
じ

く
、

門
齒

、

犬
齒

、

前
日

齒
及

び

臼

齒
に

區
別

す
。

口

を

閉
つ

れ

ば

上

下
兩
顎
の

齒
は

相
對
向
せ

す
し

て

下

顎
の

も
の

少
し

前
方
に

出
で

上

顎
齒
冠
の

凹
處
を

滿

す
・

　

　
　
第
六

、

齒
式
（

診
含・

雪

＝
ご

≡
阿

三
恥

ε

四

四

　

異
齒
的
齒
列
を
有
す
る

哺

乳
動
物
は

只
漫
然

幾
本
か

の

齒
を

有

し
、

其
聞
に

一

つ

の

統
一

な

く

支
離
滅
裂
の

斌
態
に

存
在
す
る

も

の

に

あ
ら
す
む
て

、

殆
ん
ざ

縮
て

が
、

導
か

れ

得
可

き
型
を

定
め

得
る

な
う
．．

現
今
用
ひ
ら
る

3
型
は

四

十
四
個
（

門
齒
十
二

、

犬
齒

四
、

前
臼

齒
十
六

及
び

臼
齒
十
二
）

を
以
て

基

本
Σ

な
で

も
の

に

む

て

有
胎
盤
類
に

て

は

こ

れ

よ

り

或
る

も
の

を

減

す
る

こ

ご

に

依
り

て

導
か

れ

得
る

ビ

雖
も

有
袋
類

に

て

は

之

れ
に

或
る

數

を
添
加
せ

ざ
る
べ

か

ら

ざ
る

の

不
便
あ

り
。

　
ト

マ

ス

ば
六

十

個
（

門
齒
二

〇
、

犬
齒
四

、

前
臼
齒
十
六

及
び

臼

齒
二

〇
）

を
基
本
ご

す
る
一

型
式
を
案
出
せ

り
。

此
の

型

式
は

無
胎

盤
類
及

有
飴
盤
に

等
し

ー

適
用
し

得
て

便
な
り
。

　
記

載
を

簡
單
に

せ

ん
が

爲
め

次
の

如

き
一

種
の

式
を
用
ふ

之
れ

　
　
　
　

を

齒
式
（

一

）
O
コ

酔

僧一
艶
）

丙一
ご
；
｝

8
）

ご

稚
す^

）

横
線
を
以
て

上

下
兩
顎
の

界
こ

す
。

今
一

般
の

型
を

例
ご

む

種
々

の

書
き

方
を

示

さ

ん
。

　
　

蠹
聲

留
 
。

讐
・

曾
甲

二

＝
≒
。

ヨ
9
彎−

＝
”
≡
・・

野
臨

訟

　
　
　
コ
　
ら
ド

　
　
凵

炉

η
穿
8
霊

；
宀

或
は

　
　
　

　
ら

　
　

き

　
　ロ
ぴ

　
　
　

　
　
　

　

ね

　
　
　
　
ゴ

　
　一
モ
o

て
℃

野

巨
畷

冂

」

→”

8
言一

塗・

或
は

　
　
＝

」
殴

」
ρ

　
P
　
噌）
一

竜
に

二）
遇
尸

昏
　一
＝

ご
一
＝

ド
一一一
｝W∂

　
　

一

厂

艮
一
μ

　
ρ

　

三
u

肥
挿

二
猷導

窟
蟻
　
H

三
L
乏“
ご】
遇

或
は

　
　一

襲
も

才
巓
群

三

｝

鷲

單
に

一

個
の

齒
を
示
さ

ん
ご

す
る

塲
合
に

は

次
02

如
く

す
。

　

障

仁

は

第
】

上
臼

齒
を

示
乙
。

「

三

は

第
一

下
臼
齒
を

示
す

。
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乳
齒
の

塲
合
に
は

成
齒
を
示

す
ご

同
じ
く
只

衆^
刷
Φ

皀

90
霧

の

頭
字
）

を
添
加
す
る

の

み
。

　
　
峯

噌
。

尋
霊
 

−

申
｝

蓑
・

…

　
成

齒
及
乳
齒
を
一

度
に

書
か

ん
ご

欲
せ

ば

次
の

如
ぐ

す
。

　
　
＝
》

誌
」
μ

。−
同）
ご

蔦
二｝い
一

も
←

L
巳
 

篤

』
臨
・
−・
：

：

↓

　
　

峯

戛
讐
量
゜（

ζ
三v

三
辞

づ

鬘層

三
轟

…

…
・

　
　
一

鵠
一｝

霊
bっ

」

aua

叢）
釦
一

二）

誌
二
二

斜

三
臼

・

＝

弘
bD

」
辞

P
慰

厂

℃

鍾

℃

μ
一∀
3
呵
三
一

ヨ

P
＝

＆ 「

す
藷

…

…

こ

　
フ

ラ

ワ

L
に

依
れ
ば
成

齒
の

前
日

齒
に

相
當
す
る

乳
齒
を

只

臼

齒
ざ

呼
び

三
釦

ご

し
て

示
せ

り
、

然
し

余
は

i

刻
矧

目−

謂
−

に

從

ひ

位

置

を
重
じ

国）
二

ご
・
し

て

表
す
べ

し
o

乳
齒
に

於
け

る

前
臼
齒
は

實
に

成
齒
に

於
け
る

前
臼

齒
及

び

臼

齒
の

作

用
を
蕪
蹌

る

も
の

な

b
。

　

次
に

ト

マ

ス

の

唱
導
せ

6
六
十
個
な

り

成
る
一

般

型
を
齒

式
に

て

示
し

、

之
れ

よ

り
二

三

の

齒
式
を
誘
導

せ

ん
o

　

　°
ン

鉾…
ぐ
广
賦

　
　
】

　
　

厂

ρ
c 。

恥

　
　
　一曹
ゆ冒
q瑠

Σ

獄

　

　一
‘

蕊

副
斜
馴、

。

一
、
】

ご
ヒ

淘

淘
1、
已

匐
飜

瀏
『

　

若

し
之

れ

よ

り
下

第
五

門
齒

、

下

第
二

前
臼

齒
及
び

第
五
日
齒

を
清

失
せ
・
し

む
れ

ば
、

　

　
∴

翻

鵠
÷
〒

｝

鍵
 
一
・

藁

羹

　

或
は

、

　

　

』
　
　一
　

 

　
　
ム

　

　同

ら
。

」
、、

淵
w

、
崔
　

剃

に

し
て

袋
鼠
の

齒
式
を
示

し
、

若
む

第
四

、

第
五

門
齒
及
び

第
四

、

第
五

臼
齒

を
淌

失
せ

し

む

れ

ば
、

　

　
』

画
遇

ρ
〇

　
　一
　

ご
にー
工

添

　

　

广

碧
♂

ρ
O

　

　．
醒一

舅
葛
9q
、
。

ピ”
｝
∀

一｝

き
レ
、

≡
一
〕

巻”
ρ
c

　

或
は

、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
、

　

　
　
（

講
　
　
話
）

　
○

哺
乳

動
物
學

概
覿
第
二

回

齒
（

青
木
）

埀
・・

す
壁
・

乖

　
靈
長
類

、

食
肉
類

、

食
蟲
類

、

翼
手

類
及
び

有
蹄
類
の

齒

式
は

勿
論

齧
齒
類

及
長

鼻
類

の

如
き
大
に

變
化
を

受
け

し

も

の

こ

雖
一

般

式
よ

り

導
か

れ

得
べ

ー
、

絶

滅
せ
・
し

游
水

類

例

へ

ば
「

ヅ

ウ

グ
ロ

ド

ン

」

（

霙
袋

ミ
kNo

ぎ
）

及
び

「

ス

ク
ワ

ロ

ド

ン

」

（

ミ
ミ［
N

ミヘ
ミ

）

に

於
て

も

叉
賜

臼
な
る

事
實
な

り
Q

ロ
ハ

現

在
灘
水
類
海
牛

類
及

び

總
て

の

貧
齒

類
に

於
て

は

此
の

形
跡

を
見

出
す
に

困
難
な

り
じ

　

有
袋
類
に

至
り

て

は

其
中

の

各

群
に

依
り

て

齒
列

の

異
な

る

如
く
一

般
的
構
吐
過

及
び

生
活

方
法
ψ

ゼ

里ハ
に
・

し
、

五
口

人
ゆ

h
ロ
バ

深
く
根
元
に

横
は

る
一

共
通
性

質
の

存

在
を
以
て

こ

れ

を
一

團
に

集
む
べ

き
も
の

た
る

を
知
る

の

み
。

如
斯

有
袋
類
の

齒

列
を

有
胎
盤

類
ε

比

較
す
る

に

仔
細
に

渉
り

て

論
す
れ

ば

其

間

に

差
異
を

見
出
し

得
べ

・
し

ご

雖

も
、

前
掲
齒

式
を
見
れ

ば

明
瞭
な
る

が

如
く
甚
だ

類

似
せ

亡

も
の

な
り
。

即

ち

有
胎
盤

類
と

同
じ

く

門
齒

、

犬

齒
、

前
日

齒
及
び

臼
齒
を

隔
別
・
し

得

る

な
b
。

只

數
に

於
て

同
じ
か

ら
す

し
て

四

十

四

個
よ

り

以

土
の

數
即

ち
六

十
個
の

も
の

よ

り

導
か

る

よ

を

以

て

適
當
‘

す
る

の

み
（

ト

マ

涛 ，
）

。

斯
く

し

て

有
袋
類
に

て

は

正

數
ε

む

て

門

齒
は

各
側
五

個
（

上

下

雨

顎
に

於
て

數
を
異
に

す
る

塲

合
多
む

）

を
數
へ

、

前
臼
齒
及
び

臼

齒
は

合
せ

て

七
個
を

有

し

有
胎
盤
類
に

洞

數
を

示
て
ε

雖
、

唯
前
日
齒
三

個
、

臼

齒

四

個
な
る

を

異
れ
る

點
ざ

な

す
。

　
今
日

泡

知
ら
れ

し

有
袋
類
（

化

石
を

も

含

む
）

の

乳
齒

は
成

四

五

N 工工
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一
（336）明治

、
四十四年

亠

ハ・日 五 十 月

　
　

　
（

講

　
　
話
）

0
哺
乳

動

物
學

概
諡
第
二

回

齒
（

青

木
）

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ぜ

　
　

齒
に

於
け

る

最
後
の

前
臼
齒
に

相

當
す
（

前
に

逋
べ

だ

る

第

　
　

五

項
『

種
類
』

中

臼

齒
の

條
參

照
）

。

　

胎
盤

類
の
】

般

式
即

ち
四

十
四

個
を

有
す
る

も

の

よ
り

定
ま
り

た

る

數
を

減
じ

現
今
存
在
す
る

多

數
の

有
飴

盤

類
の

齒
式
を
得

可

し
（

豚
、

モ

グ

ラ

の

如
き

は

定

數
四

十

四
個
を
有

す
）

齒
の

減
數
は

衣
の

如
き
法

例
に

依

ウ
て

行
は

る

よ

ご

云

ふ
。

　

即
ち

門
齒
及
臼
齒
は

其
後
方
の

者
よ

り

消
失
し

始
め

前
臼

齒
は

前
方
よ
り

始
む
o

　

如
斯
事

實
が

常
に

眞
な

れ
ば

記

載
者
の

勞
を
省
く

や

蓋
し

僅
少

な
ら
ざ
る

可・
し
。

然
り

ビ

雖
も

實
際
に

於
て

は

多
數
の

例
外
を
有

む
、

吾
入
は
一

本
の

齒
の

種
類
を
定
め

ん
が

爲
め

に

其
位
置

、

關

係
及
び

發
生

を
研
究
せ

ざ
る

可
か

ら

ざ

る

塲
合
多・
し
。

　
　

　

人

類
の

最
後
の

臼

齒
、

俗

に

智
齒
ご

稱
す
る

も
の

は

今
や

　
　

漸
時

清
失
せ

ん
ご

し
つ

よ

あ

る

も

の

の

如
し

、

是
れ

最
後
に

　
　

齒
齦

を
破
つ

て

出
で

又

最
も
早
（

脱
落
し

時
に

咀
嚼

面
に

逹

　
　

せ

ざ
る

こ

ご

あ
れ

ば
な
b

（

引
d

d
囲

引
凹

因
メ

到
ぐ

。

　
　

　

第
七

、

適
應
（

〉
亀

剛飾

ξ

芝
ぎ
ε

　

食
物
に

應
じ
て

齒
の

示
す
型
を

大
別

し
て

五
型
こ

す
〇

　
一

、

食
魚
型
（

℃

ぎ凶
ぐ

9・
。

磊

爵
℃
。

）

。

イ

ル

カ

の

如

き

之
れ

な

り
。

斯
型
は

細
長
な
る

口

を

有
す
る

哺

氣
動
物
に

特
有
に

む

て
、

多
數
の

同
大

な
る

圓
錐
形
の

齒
よ
り

成
り
、

活
撥
に

む
て

滑
か

な

る

食
餌
を

捕
る

に

適
し

張
力
な

る

食
餌
を

捕
食
す
る

に

適
せ

す
。

二
、

食
肉
型

δ
毒
ぞ

§
羞

萼
。

）

。

狛
科
に

於
て

最
も

顯
者

に

發

逹
し

強
力
な
る

敵
を
捕

殺
す
る

に

適
す

。

犬
齒
は

よ
く

發

逹
し

、〜〜へ一｛一一A−、−L−L、〜へ〜Wh ．一．x〜＿＿、＿ ＿ 、＿ 〜VVL ．＿

四

六

顎
は

短
く

し
て

力
を
出
す
に

宜

し

く

門
齒
は
小

に

し
て

、

犬
齒
の

作

用
を
妨
げ
や
o

臼

齒
冠
は

極
め

て

鏡
く

特
に

第
一

下
臼
齒

及
最

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　
　

　

後
の

上
前
臼
齒
は
特

殊
の

形
を

呈
し

食
肉
齒
（

9
葺
畧
ω

聟
密
9
ε

の

名
あ
う

（

第
十

三

圖
）

。

　

三
、

食
蟲
型
（

H

畠
09

崗
く

90

蟇

亳騨）
o

）

多
數
の

型
的
食
蟲
類
例

へ

ば
ハ

ヲ

ネ

ヅ
・・、

及
び

ヂ

ネ

ヅ
ミ

の

如
き

は

中
央
門
齒

尖
端
を

有

し

前
方
に

突
出
し

鑷
子
状
を
な
す

。

臼

齒
は

鏡
き

縁
を

有
し

尖
端

は

突
起

を
以

て

終
り

堅
甲

を
被
る

昆

蟲
類
を
直
ち
に

噛
み

碎
く

に

適
す
（

第
十

四

圖
）

。

第

＋

圖
。

一

種
の

ハ

タ．

集
、
・

（

旨
丶・

§、

三
§、
き

き
）

の

臼

齒
側
面

圖
（

原

圖
）

・

約

　
十

倍
。

第
十
嗣

圏。

ハ

タ

ネ

ズ
、、、

に

近

き

貸

ミリ
ミ
ミ

》

ぎ、
ミへ〜
ミ・
の

臼
齒

側

颪

圜
（

原
圖
）

。

約

　
十

倍
。

第

十一
陶
圖

。

若

き
カ

モ

ノ

ハ

シ

の

右

側
下

頸
を

上

方
よ

り

見
六

る

園
（

丙
髪
剴
瑁−
N

原

圖

　・
ワ

エ

ー
バ

ー

よ

》
）

Ω

竺
昂

十
亠一一
閘

回。
　

生

後
亠

パ

グ

月
に

於
け

る

獅
于

の

齒
列
　
（

伽

腕
饗
へ

U
原
園

図
V

。

第
十

四

圏。
一

種
の

ヂ、
非

ズ

ミ

（

¢

ミ．
弐
蘭

ミ

ミ

ミ

ε
の

齒

列
。

（

ヨ
W

原
圜
プ

円
判

　
よ

り
）

（

廓
大
）

。

第
十
五

圖、

馬
の

臼

齒
を
示

す
。

A

上

白
齒

。

B
下
臼
齒

。

（
舅
勾

”
濯

封

原

圖
）

。

第
†
六

圖
。

突
起
の

添
加

す

る

模

式
圏
（

オ

ス

ボ
ン

原
圖
）

。

　

＾
、

圓
錐

形

期
。

　

B
、
C
、

「

ト

リ

コ

／

ド

ン

ト

」

期
。

　

D
、

始

原
三

突
起
型
。

　

E
、
F
、

仕
、
h
、

三

突

起
に

次

突

起
を

添

加
せ

し

型。
　
　
工
、

人

類
の

型
。

第
十

七
薗

。

騏

麟
の

新
月

朕
臼
齒

を

示
す、．

A
上

臼

齒、

B

下

臼

齒、
（

ダ

ル

ト

ン

原

圏・

　
フ

羽

シ

よ

》
）

o

第
十

（
圏一

犀
の

房
鰓
状

臼

齒
（

オ

ス

ポ

ン

療
圖
）

。

略
語
解

　
悶．頓．°

次
突
起・、
　

　
”．
望、
尸

下

次
突

起。
　

　顧
言、°

後

突

起
。

　
　
葺
つ・
戸

下

後
突
起、

　
”凵
戸

前
突

起
。

　

鬢
・・儘・

下

前

突
起

。

　

胃・
原

突

起．、
　

剛
遷

，

下

原

突
起

。
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講

　
　
話
）

　
O
哺
乳
動
物
學
概
諡
第
二

回

齒
（

青
木
）

四
七

（337 ） 號 二 十 七 百 二 第 誌 雜 學 物 動

A

％
°

・

°

・

°
F

騎麗軍
B

→ 壱 昏 　 G

心 ・・○ 弌 舮 G 。

∴贈 簟
D

翼駕 蠶
・

鵠麟謀
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（338）明治四十四六 年日 五 十 月

（

講

　
　
話
）

　
O
哺
乳
動

物
學
概
諡
第
二

回

齒
（

青
米
）

　

四
、

雜
食
型
（

O
譬
】同

§
9
扇

亳
℃
。

）

。

特
に

軟
き
植
物

質
例
へ

ば
種
々

の

果
物
の

眠

嚼
に

適
す

。

人

類
、

多
數
の

猿

類
及
び

豚
の

如
き
此
の

型
に

屬
す

。

門
齒
は
凡

同

大
に

む
て

切

斷
に

適
し

、

犬

齒
は

雄
に

於
て

殊
に

大
ピ

な
る

こ

ご

あ

れ
こ

も

此
處
に

は

關
係

な
し
。

臼

齒
冠
は

廣
濶
李

坦
に

し
て

丸
き

突
起
を

有
す

。

之
れ

を

小
丘
朕
臼
齒
ご

稱

す
。

　

五
、

食
草

型
（

HH

霞
貳
く

震
o

癢

ξ
H6

）

。

最
も

型
的
の

も
の

を

馬

（

第
＋
五

圖
）

及
び
「

カ

ン

ガ

ル

こ

黛
§

ξ、・
・

）

に

見
る
。

門
齒

よ

く

發
逹
し

、

鏡
く
、

食
餌
陀
る

可
き

牧
草
を

噛
み

切
る

に

適
す

、

犬

齒
は

不

完
全

な

る

か

或
は

全

ぐ
缺

如
す

。

臼

齒
は

大
に

己

て

廣
き

冠
を
有・
し

最

も
簡

畢
な
る

形
に

於
て

は

只

横
走
す
る

隆
起
線
を

有

す
。

有
蹄
類
及

ぴ

齧
齒
類
を

見
れ

ば

此
の

形
の

種
々

な
る

變
形
物

に

漕
愚

遇
す

可
・
し
0

　
哺

乳
動
物
の

各
綱
に

就
て

之
れ

を

驗

す
る

に

靈
長

類
は

雜
食

型

及

食
蟲
型
の

二

型
を

有
し

、

食
肉
類
は

食
魚

型
、

食
肉
型

、

雜
食
型

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　…

及
び

食
蟲
型
の

四

型
を

有
す
。

齧
齒

類
及
び

有
蹄
類
は

雜
食
型
及

食

草
型
の

二

型
を
示
す
o

有
袋
類
に

至
b
て

は

食
魚

型
以

外
綛
て

の

型
を

最
も
完
全

に

現
は

せ

り
。

其

他
長

鼻
類
は

食
草
型
に

し
て

溝
水

類
は

食

魚
型
に

屬
す
ご

云
ふ

可
し
。

　

　
　
齒
は

分
類
上
最
も

大
切
な
る

指

標
元
る

は

勿
論
な
り

ご

雖

　

　
も
元
來
食
物
に

依
り

て

前
逋
の

如
き

偉
大
な

る

變
化
を
な
し

　

　
得
る

者
な
る

を
以
て

、

時

に

發
生
上
、

又
比

較

解
剖
上
甚
だ

　

　
遠
縁
の

種
類
に

し
て

偶
々

食
物
を
同
じ
く

す
る

よ

り

甚
し

き

　

　
親
繰
を
示
す

事
稀
な
ら

す
。

例
へ

ば

或
る

有
袋
類
「

シ

ラ

シ

四

入

　
　

ン

」

（

叶

げ

旨
曁
。

）

ご

犬
蓬

の

如
き

、

叉
有
袋
類
の
「

ヲ

ム

バ

。

　
　

ト
し

（

≦
o
ご

き
暮

）

、

「

レ

ム

ー

ル
」

の
一

種
一

ア

イ

ァ

イ
」

へ

竃
甲

　
　

超
 

）

及
び

齧
齒
類
に

見
る

が

如
き

も
の

な

り
。

故
に

分

類
學

　
　

者
特
に

古
生
物

學
研

究
者
は

此
の

點

に

留

意
す
る

の

必

要
あ

　
　

る

べ

し
。

　
　

　

第
八

、

系
畿
（

【
．

ξ
】

e

醫
・

塁
）

　

多
く

の

哺

乳
動
物
の

齒
冠
特
に

臼
齒
に

於
け
る

も
の

を
見
る

に

種
々

の

形
を
呈
・
し

、

或
は

象
の

如
く

多
く

の

横
走
隆
起

線
よ
り

な

る

め

り
、

或
は
ハ

タ

ネ

ヅ
ミ

（

第
五

圖
）

の

如

き
三

角
形

の

交
互
に

連
り

し

琺

瑯
質
を

有
す
る

あ
り
、

或
は

獅

子
（

第
十

三

圖
）

の

如
き

鏡
端
を
以

て

絡
る

あ
b
、

形
の

變
化

甚
し

く
、

學

者
の

注
意
を

惹

き

易
き

を
以
て

古
來
論
爭
の

的
こ

な
り

し
も
の

な

bo

　
先
づ

第
一

に

論
す

可
き

は

爬
蟲

類
よ
b

哺

乳
類
に

進
化
す

る

時

大
に

其
齒

數
を

減
ぜ

し
は

明
か

な

り
o

然
れ

ば

現

存
哺

乳
類
の

有

す
る

齒
は

、

爬
蟲

類
の
一

本
の

齒
よ
り

來
b
し
か

、

或
は

夊
多
く

の

齒
が

癒
着
し

て

生
ぜ

し
か

之

れ

疑
問
ビ

す
べ

き

點
な
り
o

或
人

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

は

化

石
に

見
る

多
峰

類
（

竃

葺
曇｝
）

髯
。

三
9
叶

こ

の

齒
を
説
朋

す
る

の

便
利
よ

り

後
説

を

採
る

ご

雖
も

現
今
∴

般
に

信
せ

ら
る

よ

は

前

説
な
り
。

然
ら
ば

如
斯
單
一

な
る

爬
蟲

類
の

齒
よ

ウ
、

或
は

食

蟲

類
に

見
る

が

如
き

、

或
は

食
肉
類
に

見
ら
る

ヨ

が

如
き
、

或
は

又

草
食
類
に

見
ら
る

主

が

如
き

形
が

果
む
て

如
何
な
る

徑
路

を

經
過

し
て

來
り

し
か

之

れ
亦
研

究
す

可
き
興
味

あ
る

點
な
b
こ

す
。

之

れ
に

就
い

て

詳
細
に

論
す
る

事
は

紙
數
に

限

り

あ
る

本
編
の

よ
く

す
る

處
に

有
ら

す
。

故
に

多
數
の

人
が

現
在
に

於
て

最
も

實
ら

し
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號 二 十 七 百 二 第 誌 雜 學 物 動（339）

き
説
ピ

思
考
し
つ

柔

あ
る

判。
列

、

オ

ス

ボ

ン

の

説
を

逋
ぺ

、

以

て

本

編
を

絡
ら
ん

ε
す
o

　
　

コ

ー

プ
、

オ

ス

ボ

琶

の

説
に

依
n
ば

全
哺

乳
動
物
の

齒
冠
は
一

定
の

型
を

元
ご
・
し

之

れ

よ
り

導
か

れ

得
可
き

も
の

な

り
。

所
謂
一

定
の

型
ご

は

現
今
の

或
る

食
蟲
類
の

示

す
如
き

も

の

に

し
て

三

角

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

形
に

配
列
さ

れ
・
し

三

個
の

突
起
を

有
す

。

故
に

此
の

型
を
三

突
起

　
型
（

け

、

穿
魯
。
『
。

三
一
門

享一・
 

）

ご

稱
す
へ

第
十
六

圖
D
、

E
、

F
）

。・
今

簡
單

に

爬
蟲
類
よ
b
本
型
に

至

b
轉
じ
て

現

今
の

型
に

逹
す
る

經
路
を

述
ぷ

可
し
。

　
　一

個
の

突
起
よ
り

な
る

臼

齒
を
有
す

る

は
「

ア

川

マ

ジ

ロ

一
の

如

き

現

存
す
る

貪
齒

類
中
に

見
ら
れ

又
中

世
紀
の

哺

乳
類
例
へ

ば

「

ド

ロ

マ

セ

リ

ゥ

ム

」

（

丶
）

こ

≡
ミ
さ

ミ

ミ、
こ

）
の

如
き

に

て

も
見
ら
る
o

特
に

後
者
に

あ

り
て

は

齒
冠
未
だ
箪
一

な
れ

こ

も
、

既
に

數

多
の

小

突
起
を
爾…

側
に

出
し

、

又
蜘
根
に

溝
を
生
じ

、

後
來
の

發
展
を

豫
知
せ

し

む
。

　

次
に

來
る

可
き

は

中
央
に

主
な
る

突
起
を

有
し

、

前
後
に

小

突

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　

　

起
を

生

じ
、

二

本
の

根

を

有
す

る

時

期
な
bo

之
れ

を
ト

リ

コ

ノ

コ

　

リ
　

　
　

の

ド

ン

ト

期
（

顫
§
§
言

釜
σ・
。

）

（

第
＋
六

圜
B

、

c
）

ご

桝
し

、

上

侏

羅
に

現
は

る

糞
「

ト

リ
コ

ノ

ー3

ン

」

（

『

識

§
§
国

§
）

の

齒
は

此
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　

　

例
な

bo
主
な
る

突
起
を
上

顎
臼

齒
に

於
て

原
突
逸
（

｝

葮
0809

】
○

）

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

る

　
り

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
り

前

方
小

突
起

を
前
突
起
へ

膨
蟹
8轡
δ

）

及

び

後
方
小

突
起

を
後
突
起

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

　
　

　

（

ご

三
琴

§
。

ざ
し

呼
ぶ

。

下

顎
に

於
て

は
夫
れ

ー
下
原

突
起
（

胃
o
 

　
　
　

　
む
　

　
　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
　

　

　

　

，
。
．^
9一
二

）

下
前
突
起
〔

嘱

鬢
6
巳

e
及

び

下
後

突
起
（】
昌
O
け

P
つ

O
＝一
釦

）

ど

稱
す

。

（

講
　
　
話
）

　
○

哺
乳

動
物

學
概
設

第
二

回

鱈
（

費
木
）

　
「

ト

ソ
コ

ノ

ド

ン

ト
」

期
は
後
上

顎
に

於
て

前
後
爾
突
超
外
方
に

回

轉
し

下

顎
に

於
て

は

反

對
に

内
方
に

回

轉・
し

、

所
謂
三
突
起
型

を

作
る

に

至

る
。

中
世
代
に

見
る

化
石

「

ス

バ

ラ

ス

セ

リ
ュ

ゥ

ム

し

（

ぜ
ミ
ミ

ミ
こ・
・

ミ
ミ

）

及
び

現
在
の

食
蟲

類
「

ク

リ

ソ

ク

ロ

ヲ
ス

」

（

Q
ミ
濡
龕
ミ
ミ
む

）

は

斯

型
の

好
例
な

り
。

　

次
に

原
的

な
る
一
二

突
起

型
に

多
く
の

二

次
的
突
起

を
添
加
む

、

他
の

型
を
構
成

す
。

上
下
兩
臼
歯
に

分
ち
て

論
せ

ん
。

　

先
づ

上
臼

齒
よ

り

述
べ

ん
に

、

鏡

冠
状
臼
齒
族
に

於
て

は

飴

原

の

三

突
起
は

其
儘
變
化
せ

す
し
て

殘

留
す
る

の

み

な

ら

す
爾
之
に

　

　
　
　
　
　

　
　
　
ロ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

コ
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

コ
　
　

　
　
　

ロ

　　
　

二

個
の

小
突
遮

、

即

ち
原
小

突，
起
へ

三
ご

8
。

2｝
三
〇

）

及
び

後
小
突
起

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
り

　

　
　

　

　
　

り

（

Eo38

剛
三
ピ

）

を

添
加・
し

五

突
起
型
（（

言鬯
ξ剛
三

葺）广

蓐
＝

『

二
｝

一冒
ε

を
形
成
す

。

小

丘

賦
臼

齒
族
に

於
て

は

鏡
冠

状
臼

歯
の

如
く

し

て

五

突

翹
型
を

構
成
し
、

術
之
れ

に

内
後
方
に

生

す
る
】

突．
起
所
謂

　
　
の

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

次
突
地
（

｝
ヴ．
H

×v39

ち
）

を
添
加
し
て
亠

ハ

突
起

型
（

。。

つ
×

雪

チ
o

ま

鋒
電

3．
弓
o

）

を
形
成

す
o

　

次
に

下
臼

齒
に

於
て

は

先
づ

始〜
原
三

突
起
各

峰
に

依
ら

て

結
合

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
コ

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

　

せ

ら
る

よ

ご

同
時
に

下

次
突
起
（

ξ剛
59

黜
）

ご

呼

ば
る

弐

嘴
献

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
む

　
　

　
　

物
へ

ひ

匙
oo

）

を

生

す
o

か

く・
し

て

得
ら

る

タ

新
型

を
屍
形
亜
型
（

雪
｝

Y

9、
。

巳

髯
mo

 
o

忌

冨
巳）
−

3、｝）
。

）

ご

呼
び

食
肉

有
袋
類
へ

蓐
一

毛

§
o
斟

c−

・・

＝
＝・

羨
三
・

三
。・

）

及
び

食
蟲
類
の

下
臼

齒

夊
は

食
肉

類
の

下
食
肉

齒
に

於
て

見
ら
る
o

嘴
状
物
に

内
外
二

個
の

突
起
添

加
せ

ら

る

れ

ば

五

突
起

型
を
生

す
。

之
れ

よ

b
始
原
三

突
起
の

内
一

個
湾
失

し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

の
　

　

　

　

所
謂
小

丘
朕
臼

齒
族
に

於
け

る

翻

突
起
型

（（
宅

瓦
「

＝
三＞
9d

包岬
弩

ξ
黠
）

を
形
成

す
o

四

九
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